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　息子が幼稚園に入り時間ができ

たので、いろいろと考えています。

もっとユーホ二ウムの生徒を増や

したいと思っています。それには

演奏活動をしないといけませんし、

練習も必要です。でもそんなに急

に生徒が増えるわけではないので、

生活のために、少しはパートに出

たほうがいいのかなと、頭の中で

はぐるぐると思いが回っています。

　　　　18 歳かぁ…おめでとう！

　　　　桜の飛翔に微笑む

　　　　チョコバナナパフェ

　毎年この時期は、少しだけナー

バスになっていました。それは、

一番上の娘と、さよならした季節

だから。

　満開の桜に雪が降っていたな、

あのときは。満開の桜を見ると、

また散っちゃうのか…って娘と重

なって、寂しくなったり。「散らな

いで～」って心が叫ぶんです。

　でも今年は何か

が違います。寂し

くない。娘のさく

らは散らずに、私

の心の中にしっか

　昨日は長男の18 歳の誕生日でした。特別なプ

レゼントは何もできなかったけれど、社会人に

なるお祝いも兼ねて、ついこの間、一緒にスー

ツをつくりに行きました。

　試着室から照れくさそうに出てきた息子は…、

なんかちょっと大人っぽくて、よその人みたい

で。えらく真剣な顔してネクタイ選んだりして

さ、なんだかほんと、大人になってきたんだなぁ

～ってしみじみしちゃって。

　高校の卒業文集にね、「長男として母を支えていけるように…」みたい

なことが書いてあったんですよ。明らかに母に読ませるためのようなこ

と。わかっていても、うれしくて泣いちゃうよね（笑）。いろいろ辛いこ

とも一緒に乗り越えてきた長男だからこそ、18 歳になり、頼れる存在に

なってきたことがすごくうれしい。

　生まれたときはアトピーがひどく、その後、父親のDVで失語症になっ

て…。集団生活になじめるようになるまではフォローが大変で。思春期

には感情の処理がうまくできなくて荒れて暴れて。自暴自棄になる長男

をただひたすら抱きしめて一緒に泣くことしかできなくて。それでも一

緒に乗り越えてきたからこそ、今、つまんないこと言いながら、バカみ

たいに笑い合える母子でいられる。それがたまらなく幸せで、私の息子

に生まれてきてくれてありがとう！だよ。

　この長男のおかげで、私はすごくたくさんのことを学び、経験するこ

とができた。喜びも悲しみも苦しみも、いっぱい感じて、成長してきた。

長男は、私の子だけど、人生の先生であるのかもしれない。

　18歳かぁ…、これからの人生をどう生きていくんだろうね。まだもらっ

てもいない給料を、真面目な顔して「家に○万円、貯金に○万円、奨学

金に携帯代にこづかい…」なーんて何度も計算してるのが、なんかかわ

いいなぁと思う。

　これから先、やりたいことがいっぱい見つかるといいね。恐れずにチャ

レンジしていけるといいね。自分を理解してくれる人に恵まれるといい

ね。愛することを学べるといいね。

　お母さん、幸せな人生をつくっていけるように、いつ

でも見守っているから。決してじゃまにならないように、

でもちゃんと見守っているから。

　18歳の誕生日、本当におめでとう！　　（moe ／大阪市）

　　　　いろいろいるね、いろいろいるよ
　「子どもと子どもが

ケンカして／くすりや

さんが　とめたけど／

なかなか　なかなか　

とまらない／ヒトた

ちゃ笑い／親たちゃお

こる」……両手を合わ

せて、小指から順に　リズムに合わせて指を合わせる

わらべ唄遊びです。

　わが子はかわいい。のめり込んだら、子ども同士の

けんか（意見の食い違い）は親同士のけんかに発展す

ることもあるでしょう。もし、わが子の前に立ちはだ

かる悪の大王を目前にしたら、お母さんはきっと両手

を広げてその前に分け入るでしょう。次の瞬間…お母

さんが犠牲になってしまったら、子どもは自分で対処

します。「逃げる」「立ち向かう」「助けを請う」さて、

わが子はどう対処するでしょうか？　きっと三人三様

なのでしょうねぇ。犠牲になるのも方法だけれど、わ

が子の対処方法を見極めてギリギリのところまで応援

に徹するという方法もあるかもしれません。

　こんな私、身勝手な親といわれるか

な？「子どものけんかに親が出る」「子

どものけんかは知らんぷり」「子ども

の喧嘩を裏であやつる」親にもいろい

ろいるんだね。（大谷聡穂／相模原市）

　　　　　音楽と生活のバランス
　私にとっての音楽は、お金では

なく、音で伝えたい、つながりた

いという思いです。教室の生徒や、

演奏会を聴いてくださるお客様と

の出会いやつながりを、もっと広

めていきたいと思っています。

　今まで人に「音楽で生活できる

わけがない」「お母さんなんだから、

お母さん業に専念したら」などと

言われ、そのたび悔しい思いをし

てきました。もちろん家族の生活

が一番。でもいつか私も花を咲か

せる時が来る！と信じています。

　いろいろ悩んでいるうちに、きっ

といい方法が見つかると思うし、

チャンスも訪れるに違いない。こ

の悩みも、今の私に必要なことな

のかもし

れないな

と、最近

思うよう

になりま

した。

　最近よ

く演奏会

をやって

ほしいと言われます。お母さん大

学でも、演奏会ができないかなあ。

音楽の授業なんてどうだろう。誰

かが他の科目をやってくれて、一

緒にできたら面白そう…。でも私、

企画なんて初心者だしなあ。とに

かく一歩ずつ前向きに動いていき

ます。（レイノルズ有紀子／京都市）

り咲いているからなんですね。

　私のお気に入りの一文がありま

す。『散るという飛翔のかたち花び

らはふと微笑んで枝を離れる』。今

年は桜が散っていくのを涙でなく、

微笑んで眺められそう。また来年

ね、って。

　「今こんなに幸せなのは、さくら

ねーちゃんのおかげだよ」って子

どもたちに話しました。

　すると、「だって、さくらねーちゃ

ん、いないよ」と息子。「いるんだよ、

ここに」って胸に手をやると、「こ

こ？ いのち？」と息子は言いまし

た。ナイスな答えに私はうれしく

なって「そう、いのちだよ～」って。

　さくらはやっぱり、私たちと一

緒に生きてるんだ！と、なんだか

うれしい春を迎えています。こん

な春を迎えられることに感謝です。

（内田恵利／横浜市）

『月刊お母さん業界新聞』は、一般のフリーペーパー（広告紙）で

はなく、子育てをしているお母さんたちが、心から笑顔になるため

の媒体です。この新聞をひとりでも多くの母親たちに読んでいただ

けるように、子育て応援団（企業・行政・団体）を募集しています。

企業のＣＳＲ、地域の活性化、子育て支援、社員教育、販売促進、

企業のノベルティ、プロモーション版など、『月刊お母さん業界新聞』

のコンテンツを活用したプロモーションをご提案します。

お母さん業界新聞定期購読申込受付中！

※定期購読は年間3000 円。
8頁の申込用紙でお申し込みいただけます。
トランタンネットワーク新聞社まで。

「お母さん業界新聞」にはお母さんたちの思いが
いっぱい。新聞を読んだ人はみんな笑顔に。
幸せの連鎖が生まれています。

　  お母さん業界新聞の特徴
○お母さんによる、お母さんのための新聞
○全国 350 人のお母さん記者が
　マザージャーナリズムの視点で発信
○日々の子育ての発見や感動、
　喜びや悩みなど気づき情報が共感
　（響感）を生む
○地域のお母さんによる手配りほか、
　全国の公共施設など、独自の配布ルート
○「お母さん」を感じる新聞　
　お母さんはスゴイ！ 子育ては素晴らしい！
○既存の商品やサービス広告は一切
　掲載していない
○企業のフィルターがかかっていない
　情報の信憑性　

　　　　未来無限
　今日は、長女の中学校で「立志式」が

行われた。昔、15歳で大人の仲間入りの

元服の儀式をしたということにならい、

自分の将来に向けての志を立てる式だ。

  2年生70人が自分の将来について、3分

くらいの原稿を暗記して発表した。

　わが子が発表するときは、自分のこと

のようにドキドキしてしまったが、いつの間に暗記したのか…何とか無

事終わった。

　小さい頃から知っている子どもたちだが、久しぶりに見ると、男の子

はたくましく、女の子は女性らしく成長した姿と、その態度をとても喜

ばしい気持ちで見ることができた。

　まだ自分の将来について模索中の子、ちゃんと職業も高校も決めている

子、親の姿を見て家業の跡継ぎをすると述べる子…。ある男子は梨農家で、

「祖母の手伝いをすることをとても喜んでもらい、梨農家を継ぐ決意をし

ました。祖母の梨の花のように、夢の大輪の花を咲かせたい」と発表。

　一人ひとりが大勢の前で緊張しつつも発表したこと自体も、とても良

い経験だと感じた。

　志を立てるということ。子どもたちに限らず、私たち

大人も、自分で枠をつくらず、そんな気持ちですべての

物事に取り組んだら、まだまだ未来無限…。子どもたち

の姿に、元気をもらった立志式だった。 　

（北原智美／熊本県八代郡）

　今日は、幼稚園が終わって

から、娘の友だちが遊びに来

ました。こんなときは、つい

つい「素敵なお母さん」を演

じたくなってしまう（笑）。

　私が子どもの頃の話。関東

から引越してきた姉の友人

宅では、遊びに行くとおやつ

に「ピザ」が出たそうです。「ピ

ザってどんな味？」なレベルの私は、そのお母さんを

見かけるたびに素敵なお母さん♪と思っていました。

　つまり…、ハイカラなおやつを出してくれる＝素敵

なお母さん♪

　子どものときに受けた衝撃はなかなか変わらないも

ので、いまだにその考えが私を支配しています（笑）。

　というわけで、今日はどんなおやつにしよう？と考

えた結果…「チョコバナナパフェ」に決定。といって

も、安い材料でできてしまう簡単なもの。ガラスのコッ

プにシスコーン、バニラアイス、バナナ、生クリーム

を入れ、最後にチョコクリームをかけて完成！

　お友だちも娘も「パフェ！」と喜ん

でくれていました。

　が、パフェをハイカラなおやつと

思っているのは私だけ…？　自己満足

なお母さんでした♪（mikiko／交野市）


